
みなみちた学校づくり通信 Vol.03
2026年（令和8年）8月

この通信では、学校づくりの最新情報をわかりやすくお伝えしていきます。
令和８年７月２７日、「第２回学校建設検討委員会」を開催しました。
今回の会議では、事前に実施した委員アンケートの結果共有や、新しい校舎の「建設方式
（小中同一棟・別棟）」、そして「地域開放の方向性」について、グループワークを中心に
活発な意見交換が行われました。

南知多町企画財政課・教育課

≪その他意見として≫
「現場の教員の意見をしっかり聞き、設計や運用に反映させることが大切」
→学校建設検討委員会の下部組織として、「教育部会」を設置しており、教員へ
の説明やアンケート調査なども実施していきます！

①グループワーク結果概要 「校舎の建設方式について」
小学校・中学校を「同一棟」とする場合に期待すること・懸念すること

期待すること（強み・メリット） 懸念すること（課題・配慮すべき点）

・年齢を超えた幅広い交流を通じて、
思いやりの心やリーダーシップ（中
学生が手本となるなど）が育まれる。

・小学校から中学校への移行がス
ムーズになり、中１ギャップの緩和
に繋がる。

・９年間を見通した教育、オリジナリ
ティがある教育。

・建設・ランニングコストが抑えられ、
集中投資ができる。

・特別教室や空き教室の柔軟な活用が
可能。

・体格や成長段階が大きく異なる小中
学生が同じ空間で過ごすため、落ち
着いた学校生活を過ごせるか。

・設備面での対応が可能なのか。

・授業時間のずれや活動動線の混在

・施設環境が変わるため、教職員の対
応や負担を減らす調整が必要。

・中学校から参加する子どもたちの心
理的ハードルの高さや、教育の差。

・小中学生の利用エリアをうまくコン
トロールできるか不安。

≪グループワーク発表ボードの様子≫



みなさまのご意見を
お寄せください
⇩ ⇩ ⇩ ⇩ ⇩

＜専用のご意見フォーム＞
にご意見をお寄せください➡

ご意見・ご質問等ございましたら、南知多町企画財政課または教育課までお問い合わせください。
〒４７０－３４９５ 知多郡南知多町大字豊浜字貝ヶ坪１８番地 ☎0569-65-0711

＜学校新校舎整備事業ＨＰ＞
こちらも更新していきます➡

②グループワーク結果概要 「地域開放の方向性について」
学校施設の地域開放の方向性を考える上で、大切にすべきこと

大切にすべきこと

最優先事項：子どもの安全・安心・セキュリティ
・児童生徒が使う「学校エリア」と「地域開放エリア」を明確に区分する。
・開放エリアと教室ゾーンの間には施錠できるセキュリティラインを設ける。
・専用の出入口を設置し、児童生徒と一般利用者の動線を分離する。
・一般利用者の利用時間の調整やルール設定など、学校への影響を最小限にする。

地域と学校がつながる施設づくり
・地域開放を行うことで、学校を地域のコミュニティ拠点とする。
・授業でのゲストティーチャーなど、地域の方にも学校教育に関わってもらう。
・地域の人が利用することで、子どもの心の成長にもつながる。
・特に図書室の開放は、地域の図書館としての役割が果たせてよい。

課題・検討事項
・地域開放する場合、誰が管理するのか、夜間はどうするのか。
・特に体育館について、授業と地域利用が行われるなど、どのように運用するか。
・地域開放について、利用のニーズがあるかの調査が必要。
≪まとめ≫
最優先にすべきは「子どもたちの安全」であるという共通認識のもと、多世代が
集えるコミュニティ拠点となる期待感もありました。

③お知らせ
≪学校建設ワークショップを開催します！≫
8.25(火)19時から 役場３階大会議室
9. 8(火)19時から 日間賀島公民館3階集会室
9.10(木)19時から 篠島開発総合センター2階集会室
※申し込み不要、どなたでも参加可能です。
〇プログラム(グループワーク)
テーマ①新校舎の建設方式について
「小学校・中学校を同一棟とする場合に期待・懸念すること」
テーマ②学校施設の地域開放について
「学校が地域開放されたら、どのように利用したいですか」

≪第3回建設検討委員会≫
令和8年9月30日(水)
午前10時から
役場3階大会議室
※傍聴可能です


